
外国語活動部会                                   

１ 活動方針 

外国語活動から英語科への中１ギャップを小さくするための指導の在り方について 

(1) 小中連携を生かし、小小連携の視点を重視した外国語活動・英語科の指導について研

究を深める。 

(2) 「英語科」への教科化を見通した教員の資質能力の向上 

 

２ 活動内容 

(1) ２小学校間で同レベルの指導を進めるた

めの外国語活動の授業スタイル作り 

２小学校を卒業した殆どの児童が、培

良中学校で一緒に学習する。その際、外

国語活動の学びを同レベルに揃え２小学

校間での差を小さくするために、小中連

携加配の利点を生かし、２小学校の児童

に同じスタイルで指導ができるように、

１時間の授業展開モデルを作成し指導を

進めている。 

 

(2) 英語科「書くこと」にスムーズに移行す

るための「音声と文字をつなげる」指導

の工夫 

多くの子どもたちは「話す・聞く」主 

体の外国語活動から、中学校の英語科へ   

移行する時期に、４領域の中で「書くこ 

と」への難しさを感じる傾向にある。そ 

こで、「英語の文字・単語・文」を掲示し 

たり、毎時間「フォニックス」を取り入 

れ「音声と文字をつなげる」指導を進め 

ることで、外国語活動から英語科へのス 

ムーズな移行ができるようにしている。 

 

(3) 主体的な活動やコミュニケーション能力

の育成を重視した授業作り 

アクティビティでは英語での会話を中

心に主体的に活動することやコミュニケ

ーション能力の向上を重視した授業作り

を行っている。 

―６― 



(4) クラスルームイングリッシュの活用 

中学校でのオールイングリッシュの授業を目

指し、クラスルームイングリッシュをできるだけ

取り入れて指導を行っている。 

 

(5) 小学校低学年からの英語の素地作り 

「英語の日」など英語に親しむ活動や英語に触

れる環境作りを全校で取り組んでいる。 

 

(6) 研究授業（公開授業）による指導力の向上 

小学校の外国語活動・中学校の英語の授業を互いに参観し合ったり、指導案作りや

授業の事後研究を行っている。その中で、担任・加配教員・ＡＬＴの連携の仕方や指

導方法について研究を進めることで、児童生徒の実態や外国語活動と英語科の指導に

ついての相互理解を深め、指導力の向上を図っている。 

 

以上の取組を中心に研究を進めることで「京都府学力診断テスト質問紙調査」の結果 

としても、「外国語活動が好き」「英語が好き」などの肯定的な意見が年々増え、児童生 

徒の外国語活動や英語への関心や意欲が高まっている。 

 

３ 今後も活用できる内容 

(1) 校区内小学校連携による同じ授業スタイルでの外国語活動の指導 

(2) 音声と文字をつなげる指導を取り入れた授業 

(3) 会話を中心とした主体的な活動 

(4) クラスルームイングリッシュの活用 

(5) 英語に親しむための全校的な活動や環境作り 

(6) 小学校・中学校連携での授業研究 

 

４ 今後に向けて 

小学校での外国語活動から中学校への英語科にスムーズにつなげるための指導の在り

方について、今後も小小連携・小中連携による研究を進める。 

(1) 外国語活動の授業スタイルを校区２小学校で定着させるとともに、さらに主体的な活

動やコミュニケーション能力の向上を目指した授業作りを進める。 

(2) 中学校の「書くこと」につなげるために今までの取組を継続するとともに、外国語活

動で「書く機会」をどのように取り入れていけばよいか研究を進める。 

(3) 中学校のオールイングリッシュの授業に向け、クラスルームイングリッシュの活用を

進めるとともに、他の教科や学校生活の中でも活用を広げていく。 

(4) 英語の素地作りに向け、英語の楽しい活動や英語に親しむ環境作りを工夫し、全校で

取り組んでいく。 

―７― 
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